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2026年９月 30日 

住友生命保険相互会社 

 

 

 

 

 

  

住友生命保険相互会社（取締役 代表執行役社長 高田 幸徳、以下「住友生命」）は、

2026年10月１日より、ダイレクトチャネル専用商品「Ｃｈａｋｉｎ（無配当災害死亡保障

付積立保険）」において、付帯サービス「VitalityスマートFree」の提供を開始します。 

「Ｃｈａｋｉｎ」に付帯する「VitalityスマートFree」は、無料で約１年間ご利用いた

だける健康増進プログラムです。Vitalityアプリを活用し、毎週設定される運動目標を達

成することによりドリンクチケット等を獲得することができる「アクティブチャレンジ」

に取り組むことができます。 

 

住友生命グループは、ウェルビーイングインフラ企業として保険の役割・価値を拡げ、

万一の保障にとどまらず、お客さまのウェルビーイングに貢献していくという「拡・保

険」の考え方のもと、さまざまな商品・サービス・取組みを提供しています。 

「Ｃｈａｋｉｎ」は、「貯金以上、投資未満。」※１というコンセプトのもと、資産形成

の第一歩を後押しする商品ですが、今回、「VitalityスマートFree」をあわせて提供する

ことで、資産形成に加えて「健康増進の第一歩」も後押しし、経済的な豊かさと健康の両

面からお客さまのウェルビーイングの実現を支援します。 

 
※１ 「貯金以上」の根拠については専用HPをご確認ください。 

 

【「VitalityスマートFree」の概要】 

項目 取扱内容 

対象者 ◇「Ｃｈａｋｉｎ」にご加入のお客さま※２ 

利用料 ◇無料 

利用期間 ◇お申込み後 13か月目の末日まで 

特典の内容 ◇アクティブチャレンジ※３ 

利用開始方法 ◇「Ｃｈａｋｉｎ」の申込完了画面またはマイページからの手続き 

※２ すでにVitality健康プログラム（Vitality体験版等を含む）にご加入の方はご利用いただけません。 

※３ １週間の運動ポイント目標を達成すると特典が受けられる短期プログラムです。「Vitalityスマート Free」の 

申込完了の翌月曜日から起算して４週間は週間目標達成により必ず特典を獲得でき、５週目以降は当選した場

合に特典を獲得できます。 

 

 

 

 

投資未経験の若年層を応援する保険「Ｃｈａｋｉｎ
チ ャ キ ン

」へ 

付帯サービス「Vitalityスマート Free」の導入を開始  

～資産形成と健康増進を一体的にサポートし、お客さまのウェルビーイングに貢献～ 

https://www.sumitomolife.co.jp/chakin/
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（よくあるご質問） 

 

① 「Vitalityスマート Free」とはどのようなサービスですか。「Vitalityスマート」との

違いは何ですか。 

・「Vitality スマート Free」は、Vitality アプリを活用して健康増進をサポートする、無

料のプログラムです。 

・毎週設定される運動ポイント目標の達成を目指す「アクティブチャレンジ」に取り組むこ

とができ、目標を達成するとドリンクチケット等の特典を獲得する機会があります。なお、

申込完了の翌月曜日から起算して４週間は、週間目標を達成することで必ず特典を獲得

できます。５週目以降は、週間目標を達成し、当選した場合に特典を獲得できます。「Ｃ

ｈａｋｉｎ」にご加入のお客さまは、お申込み後 13か月目の末日まで利用できます。 

・「Vitalityスマート」は、生命保険に加入していない方でも単独で加入できる有料（月額

330 円（税込））の健康増進プログラムです。「Vitality スマート Free」がアクティブチ

ャレンジを利用できるプログラムであるのに対し、「Vitalityスマート」では、アクティ

ブチャレンジに加えて様々な特典（リワード）を利用することができます。 

 

② 住友生命が、資産形成や健康増進を支援するのはなぜですか。 

・住友生命グループは、ウェルビーイングインフラ企業として、保険の役割・価値を万一の

保障にとどめず、お客さまの日々の生活やウェルビーイングに貢献する商品・サービス・

取組みを提供しています。 

・「Ｃｈａｋｉｎ」は将来のお金に関する不安に対して資産形成の第一歩を支援し、

「Vitalityスマート Free」は運動習慣づくりを通じて日々の健康増進を支援します。両

者を組み合わせることで、経済面と健康面の双方からお客さまのウェルビーイングに貢

献します。 

・住友生命グループでは、このように保険を中心に据えながら、その役割・価値を万一への

備えから毎日の安心へと拡げていく考え方を「拡・保険」と位置づけ推進しています。 

 

以上 


